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品 名 

型式の呼び 


RTS -33 巨- 2 FTS ( BK ):^ 

RTS -336-2 FTS：h 

よく読んで 

RTS -33 巨- 2 FTS ( SL)i 
KGE -20 FTS ( BK)L 

RTS -337-2 FTSi 

ままに正し< 

KGE -21 FTS ( SL)R 


お使いください。 

RTS -33 巨- 2 FTS ( SL ):^ 

RTS -336-2 FTS ( G)i 

RTS -337-2 FTS ( G)；h 



〇をロセンサー搭載 

センヴーコン □ 


ご愛用の皆様へ 

このたびはリンナイガステーブルをお買い上げいただきまし 
て、ありびとラございます。 

♦ご使用の前にこの取扱説明書を最初か5最楼までよくお読 
みいただを安全に正しくお使いください。 

♦この取扱説明書と別添の「保証書」の内容をよくご確認のラ 
え、大切に保管してください。 

♦幼いお子様にはさわ5せないでください。 

♦この製品は家庭用です。業務用のよラな使いかたをされま 
すと著しぐ寿命げ縮まります。 

♦この製品は国内専用です。ミ毎外では使用でさません。 
♦取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売店、また 
はちよりの当社事業所にて再購入してください。 
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き部のなまえと特長 

-図のように正しくセツトしてください。 - R タイプ（強义カバーナーがち側のタイプでず)。 - L タイプは強义 
カバーナーと標準パ‘ーナーびをち逆になっていまず。 


1 糕を バーナー 

強义カノ（ーナー 

1本体妻側 1 

立-;肖无巧全装置/温度センサ 

立消え安全装置 /温度センサ 


(炎検知部） 

(炎検知部） 




心スエンド\ 

キャップをはずして、 

V 使用して<ださい ) 


ごとく（左ち共通です) 



コン□部のをな機能 


•天ぷ5油過熱防止機能 

(標準バーナー-強火カバーナー） 

天ぶ5■フライなどの揚げものを調理中、調理油び過熱されても、自然発火温度に達する前に自動消火します。（必ず指定政上の油 
量でご使用ください） 

•焦げつさ消火機能 

(標準バーナー-強火カバーナー ） 

煮をの調理などで水分びなくなり、なべ底が焦げついて<ると、なべを傷める前に自動消火します。（なべの材質、調理物の種類、 
火力によって焦げの程度は異なります。）なべ底にこんぶや竹皮などをしいた調理では焦げつき消火機能び正常に働かないことびあ 
りまず。 

•コン□消し忘れ消乂機能 

(標準バーナー-強火カバーナー） 

点义してから約2時間で自動消乂し、消し忘れを防ぎます。 


コン□器具栓つまみらどし忘れお知！5せ機能 


天ぶ5油過熱防止機能などの安全機能により消义したとをに、器具おつまみはもどりません。もどし忘れると、1分毎にブザーが 
l ^ r ピピッ」と已回鳴ってお知5せしまずので消火の状態にもどしてください。ただし、他のパーナーを使用中は、ブザーは幅りません 。 J 



まを上のご注 



〈ミ全に正しくお使いいただくために〉 


この取扱説日月書および製品には、お使いになる人や他の人へのを害や財産への損害を未然に防ざ、製品をを 
全に正しくお使いいただくための重要な内容び説日月してありまず。 

♦ lU 下に示ず表示と意味をよく巧解してか S 本文をお読みください。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負う危険、また 
は火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負う可能性、ま 
たは火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害 
のみの発生び想定される内容を示しています。 


>絵表示について;夕①ような意味げありまず。 


A 

この絵表示は、気をつけていただきたい r ま意喚起 J 内容です。 


Q 

この給表示は、してはいけない「禁止」/〇\ 
内容です。 ^ 

接軸禁止 

分解禁止 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく r 強制 J 内容です。 

換気'ぶ要 


/ 

A 筒埃 




■ガス漏れに気づいた 5 絶対に义をつけたり、電気器具のスイッチの 
入•切、電源プラグの巧き差し、周适の電話を使用しない 

炎や火花で引火し、爆発事故を起こすことびあ0ます。 



(§) 


乂気禁止 


■ガス漏れに気づいた 5 ずぐに使用を中止ずる 

①すぐに使用を中止しガス栓を閉める。 

(ガス栓つまみのないガスコンセント接続の場含は、ガスコンセントか5ソケットをはずす） 



③窓や戸を開けガス 
をがへ出す。 

感もよりのガス事業 
を（供給業ち）に連 
絡する。 


-①消火する= 



ミ肖乂 


ガス栓を閉める 

(ガスコンセントからソケツトをはずす） 




|1 ③連絡する= 



A 警告 


Q 


■機器の銘板に表示してあるガス種（ガスグループ） m がのガスでは使用しない 

♦表示のガス種げ一致していない場含、不完全燃焼により一酸化炭素中毒になった0、爆発着火でやけど 
をした0、機器が故障する場合があります。 

♦韶板は機器本体ち側面に張ってあります。わからない場合はお買い上げの販売店、またはわよりの当社事業所に 
お問い合わせください。 

♦転居されたときわ、ガスの種類び銘板の表示と一致していることを確認してください。 

く例〉銘板（12 A •13 A の場合）_ 

C 12 A .13 A ^ ガス種 

(ガスグルーフ） 



■設置ずるときは可燃物との距離を確実に離ず 

距離が近いと火災の原因になります。（火災予防条例で定め5れていまずの 
で、必ず守ってください。）可燃物との距離が守れない場合は必ず防熱板を 
取り付けてください。また表面びステンレス板やタイルの場合でち內部び巧 
燃性の場含は必ず防熱板を取り付けてくださし、防熱板についてはお買い上1日 cm な上 
げの販売店、またはちよりの当社事業所にご連絡くださし、。 

■ 設置後機器の周囲を改装ずる場合も可燃物との距離を確実に離ず 


100 cmm 上 



(可燃性の壁の場合） 


■機器の上や周囲にはペットボトル、調理油、スプ 
レー吿、カセットコン□用ボンベなど燃えやすい 
ちのを置かないまた機器本体の下に新聞紙やビ 
ニールシートなどの燃えやずいちのを敷かない 
また電源コードを通さない 
熱でスプレー宙内の 
圧力げ上びり、スプ 
レー吿び爆発したり9 
火災の原因になりま ^ 

ず。 



■地震、乂災、または使用中に異常な燃焼、臭気、 
異常音を感じた場合、使用途中で消火した場合は 
ただちに使巧を中止し、ガス培を閉める（つまみ 
のないガスコンセントの場合は、ガスコンセント 
けらソケッ トをはずず） 

「故障かな？と思ったら」に従い処置をする。 



①消乂 


②ガス栓を閉める（ガスコンセントからソケッ 
卜をはずす） 


■機器の周囲ではスプレー、ガソリン、ベンジンな 
ど引火の恐れのあるものを使用しない 

引火して火災の原因にな 
ります。 



■火をつけたまま離れたり、外出、就寝をしない 

調理中のちのび異常過熱し火災の原因となります。とく 
に揚げわの調理をしているとさはその場を離れないでく 
ださい。離れるときは 
必ず消火してください。 r んを^。。 





■ガスコードを使用ずる場合は、器具用スリムプラグ 
およびガスコードの印泪獄朋書に従つ■〇绩 i ずる 

「ガスコードなどでコンセント接続する場合」 

を参照してください。 

間違った接続はガス漏れの原因になります。 

ホースエンド 器具用ス1」ムプラグ 

-し 


〇 



>赤い線 


■ ガス用ゴム管(ソフトコード)を使用する場合は検査 
合格マークまたは J にマークの入っているものを使 
用し、ひび割れたゴム管、ちいコム管は使用しない 

ガス巧ゴム管政がは耐久性に欠けガス漏れの原 
因になります。ビニール管は 
絶対に使用しないでくださ 
し、。またガス用ゴム管はとき 
どき点検してちくなった場合 
は取り誓えてください。 



Q 


ビニール管 


■ガスコードの長さが合わないために高温部に軸れ 
たり、機器の下を通したり、機器に軸れたりずる 
場合はガスコードを使用しない 

ガスコードび過熱され、ガス漏れの原因になり 
ます。 


Q 


■ ガス用コム管(ソフトコード)はホし嚇まで差し込ん 
でゴム管止めでしっかりと止める 

しっかりと止めないと 
ガス漏れの原因になり 
まず。 


ホい線 


に〇 


■ガス用ゴム管（ソフトコード）、ガスコードは、高 
温部に触れたり、巧れたり、ねじれたりしないよ 
うにできるだけ短くして使用ずるまた、ガス巧 
ゴム管（ソフトコード)、ガスコードは機器の下を 
通さないまた、他の機器で加熱されるような巧 
にち通さない 
使用時は周囲び高温 
になりゴム管びとけ 
てガス漏れの原因と 


なります。 

■コン□をおおうような大きな鉄板やなべは使わない 

一酸化炭素中毒のおそれび。ぃ 
あ0ます。 


ホースエンドゴム管ゴム管止め 


■絶巧に改造-分解は行わない 

改造-分解は一酸化炭素中毒のおそれびあり 
ます。また、火巧の原因になりまず。 




分解禁止 


^ す 。 r 


■ コム管の継ざたしや二又分 
岐はしない 

ガス漏れの原因になりまず。 


Q 



Q 


■アルミはく製しる受け、省エネごとくなどの補助 
具は使わない 

一酸化炭素中毒や機器の異甫過熱のおそれび 
あ0まず。 


■ ガス接続□に巧れやゴ5びないよラにずる 

ガス漏れの原因になりまず。 


〇 



省:！:ネごとく 


■焼き網は使用しない 

しる受けにたまった油などび 
発火したり、機器の異常過熱 
のおそれびあります。 


焼さ網 


Q 


■ 使用後は消乂を確認しガス控を閉める 

消し忘れによる火災の原因になります。機器か 
5離れるとさは必ず消火を確かめてください。 


〇 


■ 乂がついたまま持ち運ばない 

火災、やけどの原因となります。 


Q 



①消乂 ③ガス栓を閉める 

(ガスコンセントからソケットをはずす） 


まを上のご注 




機器の設置 


A 注意 


■コン□使用中、使用直後しば 5 くはトッププレー 
卜に触れない 

高温になっていますのでやけどをする原因に 
な0ます。 


(D 


接触禁止 


■点义操作時や使用中はバ 
-ナー付近に顔を近づけ 
ずぎない 

炎や熱で顔をやけどするおそ 
れびあります。 



■ 巧類などの乾燥や練炭の乂起しなど調理 lu がの用 
達には使用しない 

を類び落下し火がや過ィぶ^7广心り 
熱-異苗燃焼による機器’ 

焼損の原因になります。 



■点义操作をしてち点火しない場合は器具をつまみ 
を消义の状態にもどし、周囲のガスびなくなって 
から再度点义操作ずる 

すぐに点火操作をずると周囲のガスに点火し 
て、を服に燃え移ったり、やけどをするおそれ 
びありまず。 


〇 


り (-ナーキヤツプを水洗いしたときは水気をじゅ 
ラぶん切ってか 5 セツトずる 

炎□び詰まったまま使用 
すると異苗燃焼の原因に 
な0ます。 



〇 


■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼-故障のおそれびあります。 

■ 水平で安定性のよし、丈夫な台の上に設置する 

不安定な所や傾いた所に設置ずると機器び傾い 
てやけどやけびのおそれびあります。 

■ 強い風の吹き込む場所に設置しない 

点火不良や機器内部の焼損や安全装置び正しく 
作動しないなどの原因になります。 


〇 

Q 


■ しる受け-バーナーキャップは誤ったセットで使 
用しない 

しる受けび傾いたり、バーナーキャップを 
正しく取り付けないと、点火しなかった0、 

炎の不ぞろいや逆火を起こしたり、また、 

器具の中に炎がもぐりこんで危険です。 


Q 


浮, L ; 


バーナー キャップ 
の浮さ 


しる受けの傾さや 
裏返し 

誤ったセツトの例 


バーナー キャップ 
の裏返し 


■ コン□には石焼いちつぼは使用しない 

異常過熱による機器損傷の原因 
になります。 



面 


■温度センヴーのお手入れはこまめに巧う 
また上下にスムーズに動くことを確認ずる 


なべ底に密着しな < なり調理油び 
発火する場合びあります。また、 
動さが悪いとなべなどび傾さ、お 
扇などびこぼれやけどをずる原因 
にちなります。なべの重さは調理 
物を含め3日日 gi ； (上必要です。密 
着しない場合、点検-修理を依頼- 
して ください。 


温度 

センサー 



I 片手なベや底の丸いなべは不安定な献態で使用しない 

なべび傾いてやけどをするおそれがあります。 

なべの種類によっては、傾いたり、すべりやず 
いちのびあります。ルさ 
な片手なベや底の丸いな 
ベは、おず取っ手を持ち 
なび5調理してくださし、。 



Q 


■使用中、使用直後は器具おつまみ W 外は 
軸れない 

やけどをずることびあります。 

とくに幼いお子様がいる家庭ではごま意 
<ださい。 


€) 


接触禁止 


■使用中は手や别良を炎、パ‘ーナー 
に近づけない 

袖やエプ□ンなど巧服に着火したり、 
熱によるヤケドのおそれがあります。 
なべを動かすときや炎の大ささが自動 
的に弱火か5強火へ切り誓わるとさび 
あるのでを意してください。 



■やかん、なべなどの大きさに合わせて火力を調節 
ずる 

火力び強いとやかん 
やなべなどの取っ手 
び焼損したり、手に 


〇 


触れるとやけどをす 
る原因になります。 


■使用中は換気をずる 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど換気 
をして<ださい。換気をしないと不完全燃焼 
による一酸化炭素中毒のおそれび 
あります。 

を：ただし、屋内設置で自然排気 
式給扇器およびふろがまを使巧し 
ている場合は換気扇を回さず窓な 
どをあけて換気してください。扫 f 
気ガスび逆流することびありまず。 



I 点検-お手入れの際は必ず手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると機器の突 
起物などでけびをすることびあります。 


〇 


■ 棚の下など落下物のを険のある場所に設置しない 

機器の上に落ちた物び燃えて、乂巧の原因に 
なります。 


Q 


■ 照明器具など樹 fl 旨製品の下へ設置しない 

照明器具のかさなどび変あ-変色することびあ 
0ます。 

■ 幼いテ供には触れさせない 

やけどやけびなど思わめ事故になります。 


Q 

Q 


■ ごとくをはずしてなべなどを直接コン□に 
置いて使用しない 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 


Q 


■温度センサーに強いショックを加えたりキズをつ 
けない 

なべ底にセンサーび密着しなくな0、調 S 油び発火する 
場合びあります。 



Q 


天ぷ5油過熱防止機能について 


>天ぷら油過熱防止機能とは天ぷ5、フライなどの揚 
げちの調理で、消し忘れなどによる調理油の過熱を 
防止ずる機能でず。温度センサーでなべ底の温度を 
監視し、調理油が発火ずる温度になる前に自動的に 
ガスを止めまず。このとき、ブヴーが鳴ってお知5 
せしまず。揚げちの調理をされるときは、必ず温度 
センサーとなべ底が密着していることを確認し、適 
切ななベの種類と油量をお守りください。 

使用方まをお守りいただけなければ、調理油の過熱 
による発火を防止でさないことがありまず。 


A 警告 


■強乂カバーナーのセンサー解除モードは 
揚げもの調理には使用しない 

調理油の温度が高< な0、発火するお 
それがあ0まず。 


Q 


A 警告 


■温度センサーの上面となべ底が密着していないとをは使用しない 

中華なベ用補助ごとくを使巧ずると温度センサーびなべ底に密着しない場含びあります。 

■底び広く浅いなべなどでの油調理は、油の温度び上びりやずいので使用しない 



ミ黯センサー TT 、なべ底 
び凹凸 


W なべとが 
の重量が 

3 日日邑な下 

巧肩 


■ 耐熱ガラス容器、±なべなど熱の伝わりにくいなべでの油調理はしない 



底の浅い 焼さ網 

なべなど 


中華なベ巧補助ごとく 


耐熱ガラス容器 


±なべ 


■温度センサーとなべ底が密着しているか確認ずる 

温度センサーび傾いていたり、なべの間にずき間があると、温度センサーびなべ底温度を正しく検知でき 
ず発火や途中消火の原因になります。 


I 調理油 . 
冷凍食材」 

喊 H 


I 冷凍食材をなベの底面中央に密着させた状態で揚げものをしない 

なべの底面中央（温度センサーの接触位置）に冷凍食がび密着した状態で 
揚げちの調理をすると、温度センサーびなべ底の温度を正しく検知しな 
いため、発火するおそれびあります。 

I 複数回使った調 i 里由で揚げものをしない 

何回ち使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなど 
び沈んだまま残っている調理油は使用しないで<ださい。発火び起こりやすくなる場をびあります。 

■揚げ過ぎない 

豆腐などの水分の多いものや、おつきのコ□ッケなどの破裂しやすいちのなどは、特にま意してください。 
長時間揚げ過ぎると油び飛び散り、発火や、やけどのおそれびあります。 


冷凍食材をなベの底面中央(温度セ 
ンヴーの接触位置)に密着させない 


© 

Q 


■揚げものは食材全体がつかるまで調感由（必ず20 Om 化义上）を入れて巧う g 

調理油の量がかなかった0、減ってをた0すると、発火するおそれびあ0ます。 

特にフライパンなどの底び広いなべで揚げちのをする隙は、食材全体び調理油に 食材 

つかっていないと、発火するおそれびあ0ます。 


調理ミ由 




食材全体びつかるまで] 


〇 


お願い 


コン□で焼き網やコン□をおおうような鉄板は使わないでください。機器の過熱によりトッププ 
レートやごとく •パ’ーナー*しる受けを早くいためまず。 

煮こぼれをさせると機器を早くいためまずので、煮こぼれをさせた場合は機器びさめてか5でき 
る限り早くふき取ってください。 

みそ汁を温めなおずときは火力をおめにして、よくかき混ぜなが5温めて<ださい。 

強乂で急に温めなおずとなべ底に沈んだみそが突然暖き上がり、みそ汁び飛び散ったり、なべが 
はねあがってひっくりかえることびありまず。 

特に、だし入り豆みそ（ホみそなど）にま意してください。 

炎の熱や、煮こぼれなどによりバーナー本体やしる夏け（ステンレス製）び変色ずることがありま 
ずが、使用上問題ありません。 

火力をしぼったとをなど消し忘れに注意してください。 

なべのお状や材質によっては、強火で長時間で使用された場台に、まれになべびごとくにくっつ 
くことがあるので、なべを動かずとをはま意して<ださい。 

調理中になべをのせかえるときは、一さ乂を消してか5のせかえてぐださし、。 

熱くなったなべなどをラベルの上に置かないでください。ラベルが熱で変色したり、損傷したり 
ずることがありまず。 


設置前の準備と確認 


:型式の呼び 


•型式の呼び-ガス種-製造年月は、機器ち側面の銘板に表示してありま 
ず。 

•機器銘板のガス種(ガスグループ)と供給ガスが合っているか確認します。 ホ。;と 
•輸送のため各部分にあて紙や包装部材がありますので全部 く例> ^ ^ 

取り除いてください。 （12 A .13 A の場を) 


部品の取り付け 


ガス種（ガスグループ) 
、に A .13 A 1 



パーナーキヤップ 


「▼」印を手前にし 
て、バーナーキヤツ 
プ裏面のピンをバー 
ナー本体の凹部に正 
しくはめ込み、必ず 
正常に燃焼している 


ことを確認する。 

バーナ ー 

(機器正面側） 

※パーナーキャップび浮いたり傾いたりしていると点乂不良やおが 
不ぞろいになったり異常燃焼などび起こる場合もありまず。 

強火カバーナー用 
r 大」刻印 



くぼみ 


(強乂カバーナー）（標準バーナ ー) 


しる受け） 

>しる受けのくぼみに箇所）を 
トッププレートの凹部に正し 
くはめ込み、浮き、傾さのな 
いよラにセットして<ださい。 

>強火カノ くーナー用(大刻印表示） 

と標準ノて ー ナー用(中刻印表示） 

の2種類ありますのでまちがえ 
ないよラにセットしてください。 

► 「マエ」の刻印を必ず手前にしてセツトしてください 


標準 バーナー 用 
「中」刻印 




r マエ」刻印 


ごとくは▲印 
を前後にし、 

ツ; ><(2 箇所），".が* I 
をトッププレ I 八 ー ナ~本体 I 

ートの巧にをわせ、げたつさがないよラ 
にセットして<ださい。 

ノくーナーキャップは消耗品でず。 
薄ぐなったり変形して炎が不ぞ 
ろいになった場合は交換び必要 
でず。お買い上げの販売店、ま 
たはもよりの当社事業所にご相 
談ください。 


お願い 


A 汪局 


温度センサー 



〇 


I しる受け-パーナーキャップは正しくセットする 

バーナーの 炎びしる受け 
の 下にをぐり込み火災や 
機器焼損の原因になりま 

す。 — / ■パ'-ナーキャップ 

トッププレ-卜 

-7— パ'-ナ-本体 

しる受け^ 


■ごとくは正しくセットずる 

誤ったセットをする 
となべなどび不ま定 
になり、傾いた 
り、倒れた ’ 

りします。 




(単1おアルカリ乾電池2個（付属品）） 


胃/也のセツトのしむ り 電池 ケ-スは途中で止まり、取り 
はずせない構造になつていまず。 
無埋に引っ張らないでください。 

通電池ケースを 
奥までしっか 
0押し込む。 


※電池交換は、機器本体び冷えてか 
ら行って < ださい。 


①電池ケースの 
ツメをつまん 
で手前に 
引く。 



③乾電池の©側 
を手前にして 
入れる。 




A 警告 


■乾電池は 
入しない 


は巧電-分解-加熱-火の中へ投 


■就日-異種の乾電池は混用しない 
■器具を廃棄ずる場をは、乾屬也をはずず 

ショートや発熱、液漏れ、破裂によ0、けが 
ややけどの原因にな0ます。 

■乾電池に記載してある注意事項をよくお 
読みいただき、正しくお使いください 


お願い 


電池ケースに水などの異物び入った場台、接触す良の原因となりまずので、ふき取ってきれい 
にしてぐださい。 

アルカリ乾電池を使用した場合、電池を交換ずる（電池交換サイン点な）目安び1年でず。（付属 
のアルカリ乾電池で当社使用モードによる） 

アルカリ乾電池でも使用状況-使用時間-乾電池製造メーカー-種類び異なると交換時期が1年 LU 巧と短 
くなりまず。また、マンガン乾電池を使巧した場合も交換時期が極端に短くなりまず。 

新しいアルカリ乾電池を2本同時に交換、ご使巧ください。 

未使用の乾電池でも r 使用推奨期限（月、年)」を過ざている場合は放電により、短時間で電池交換サインび 
点滅•点巧ずる場合びありまず。また付属のアルカリ乾電池は、工場出荷時期により寿命が短くなってい 
る場台がありまず。 

乾電池は、機器び;ちえてか5交換してください。 


設置場所および周囲の防义措置 


C 設置場所: ） 

•強い風の吹込まない場所-丈夫で水平な場所 
•付近にカーテンなど燃えやすいちのがない場所 
•機器の上に湯沸し器のない場所 
•機器を使用した場をガス栓が加熱されない場所 
•落下物の危険のない場所 
•機器の上に樹脂製の照明器具のない場所 

•周囲に可燃物（木製の壁•モルタル、タイル、ステンレスなどを 
張り付けた壁-たななど）のある場合 
-トッププレートより上面の側面および後圃ま1已 cm し^上、上部はトッププレート上面より1日日 cm 政上離す。 
-上記の距離がたちてない場をは壁面に別売の防熱板を取り付けて設置ずる。 



C 防熱ホ反について） 

1 cm な上の空間 


天井用防熱板 



側面、上面び可燃 
性でトッププレー 
卜より高い場合 


-別売の指定の 
防熱板を必ず 
ご使用くださ 
い。 

防熱板についてはお買い 
上げの販売店またはもよ 
りの当社事業所にお問い 
合わせください。 


- OcrrU ソ上 


ゴム管(ソフトコード)の接続 


ガス用ゴム管くソフトコード〉(内径目.己 mm ゆ、」にマーク入り）を用い、折れ 
たり、ねじれたりしないようにして、できる限り短く（2|11政下で適当にゆと 
りををたせる）ガス栓と機器のホースエンドとを接続しまず。このときゴム管 
はホい線までしっかりと差し込み、ゴム管止めで固定してください。また機器 
本体に触れないよラにして接続します。 

ガス栓を開け接続部か5ガスの臭いがしないことを確かめ、ガス栓を閉める。 


ガスコードなどでコンセント接続ずる場合 


検査合格ホい線 


な) 




心 


ホースエンド 
ゴム管- ■ 


ゴム管止め 


ガス機器側の接続 


機器のホースエンドをコンセント化してガスコードでコンセント接続ずる場合 


機器の ホースエンド 器具用スリムプラグ 
赤線 （別売品） 


器具用ソケット 

ガスコード 



左図のよラに、まず別売の器具用ス U ムプラグ 
を捆包台紙の裏面に記載してある取扱説明書に 
従って機器のホースエンドに取り付け、次にガ 
スコードの器具用ソケットを器具用ス U ムプラ 
グに"カチッ"と音がするまで押し込みまず。 


( ガスを側の接続 ) (ガス栓がガステーブル用であることを確認してください。） 


① ガスをを開けるとき 

コンセント継手を 
"カチッ"と音びする 
まで確実に差し込む 

♦コンセント継手を差し込むとガスをび開きまず。 



② ガスをを閉めるとき 

コンセント継手のす 
ベり U ング（白色） 
を手前に引< 



お願い 


参コンセント継手がはずれるとガス检び閉まりまず。 
ガスコード接続ずる場合は、ガス栓側びカチットプラグになっていないと接続でをません。従来 
①ガス栓でご使用ずる場合は、別売のホースガス栓用プラグび必要でず。 

機器を接続ずるガスをは、必ずガステーブル用をご使用ください。 

「ガスコンセント」は、ガスコードなどを取り付けると自動的に開栓し、取り 
はずすと自動のに閉おします。 


( ガスコンセントについて） 


♦ふたを開ける 

ふたのち端を 
押します。 


押す 



♦取り付ける 

"カチッ"と音 
びするまで差 
し込みます。 


差し込む 、力子 



♦取りはずず 

ち姑 i におる此た 
を押します。 


ふた 



押す 















































































































































































































































































































































































































































































使いかた 


ffi いかた 


点乂-火力調節-消乂のしかた 



※前面/け g レの表示と器具をつまみを巧認してか5点义してくださし、。 

AA 標準パーナー用器具栓つまみ 

AAA 強义カバーナー用器具栓つまみ 




狂点 


义 



♦器具检つまみを巧しなびらゆつ < り左 
へ「カチン」と音びずるまで回し、バ 
—ナ ーに 点乂したことを確かめてから 
立消えま全装置び働くまでそのまま数 
秒間巧し続ける。 


A 、 、 . ■点乂操作をしても点义しない場合は器具をつ 

4胃 まみを消义の状態にもどし、周囲のガスびな 

' くなつてから再度点)^作をする。 




• 幼いおモ様のいたず6による义お防止やガス漏れ防止のため、機器 
か S 離れるときは念のためお部屋のガスをを閉めてください。 

‘コン□パーナーは消义時にポンといラ音びずる場合びありますび、 
これは乂の消えたときの音で異常ではありまなん。（コン□バーナー 
に風び当たるような場合は、ポンという音びしやずくなりまず。） 


コン □ 


使用できるなベと温度センサーについて 


調理油の量 


揚げわの調理をする場合は2日日加 ULL で使用し 
てください。かないと発火ずることびあります。 

C なべの重さとのせかた） 

なべの重さは調理物の重さを含め3日日呂处上必 
要です。できるだけ底び平5な金属製のなべを 
使い、なべ底の中むび温度センサー頭部に密着 
するよう、正しくセットしてください。また、 
安定性の悪いなべは使用しないでください。 

なべ 


温度センサーに適したなべ 

〇 :適するX :適さない（温度を正しく検知しない場をあり） 



〇 




温度センサー 


密着 


中華なべについて ） 

なべ底と温度センサーび密着していることを 
確かめてか5使用してください。 

中華なベの種類や使いかたによってはなべが 
安定せず、温度センサーびなべ底の温度を正 
しく検知でさません。 


なべの種類 

油料理 

(揚げものなど） 

その他の料理 

(煮らのなど） 

^ル= <〇> ろ 

底の平らなアル S 製中華なベ 

〇 

(油量： 

吕。日 m 似 上） 

〇 

1 ■レ? 瞬をゴを) 

底の平らな鉄製中華なベ 

〇 

(油量： 

吕。日 m 似 上） 

〇 

ステンレス(薄手：なべ底厚み2.日 mm 未満） 

ち 

X 

〇 

±なべ 

耐熱ガラス離 

X 

〇 

(ただし、消 
火する場合び 
おります） 

励なベ ^ 

X 

〇 

(ただし、消 
火する場合び 
おります） 


〇 

(油量： 

吕。日 m 似 上） 

〇 


このよラな調理には、センサー解除機能（強火カバーナー）をお使いください 

♦温度センサーがなべのか6焼きのよラな高温になる場含、を全機能が働いて自動的に消义しまず。次のよラな調理には 
センヴー解除機能（強义カパーナー）をお使いください。 

〈高温になりやすい調理〉 

焼きもの：お好み焼き-ホイルのつつみ焼き- ポークソテー など 
妙めもの： ソーセージ 炒めなど 
妙りもの：ごま炒り-大豆げりなど 


自動判別モード 


自動判別モードでは、機器び自動的に料理の種類を判別し、焦げつさびひどくなる前に自動消火する機能、高温調理のとさ自動的に高温で温度調節 
する機能、調理油び発火する前に自動消火する機能びはたらさます。 


ン□消し忘れ消乂機能 


消し忘れを防止するために、点火してからの連続使用時間を判断して約2時間経過すると自動消火し、同時にプヴーび r ピ 
- J と3回鳴ってお知らせする機能です。 

♦コン□消し忘れ消乂機能が作動 したら 

すぐに器具栓つまみを回し消火の状態にしてください。点火するときは、再度点火操作を行ってください。 



;げつさ消乂機能 


煮ちのなどで水分びなくなり、なべの底び焦げつきはじめたらなベを傷める前に自動消火し、同時にブヴーび「ピー」と5回鳴ってお知らせする機能です。 
•焦ばつき消义機能が作動した6 

すぐに器具栓つまみを回して消火の状態にしてくださし、。 

•再度点火するとさは 

焦げつさやずくなるので、よラすを見なび曰煮こんで<ださし、。 

煮ちの、巧加熱をずるとさ 

•カラメル、みその加熱など、水分の少ない調理は、ひどく焦げつくことがありまずのでま意してください。 

•±なべを使用した場合、弱义から中义にずると消义することびちります。このよラな場合は再度点义し、中义にしてよラずを見なび 
らご使用ください。放置しますとひどく焦げつくことがちりまず。 

•カレーやシチューなどとろみのある料理や煮ちのなどを再加熱するときは、水を加え、弱义でようすを見なびら行ってください。放 
置しますとひどく焦げつくことびちります。 

-なべを持ち上げたり、ごとくから浮かせて調埋しまずと焦げつき消义機能が作動し、消义することがちりまず。 

-圧力なベや無水なベを使用した料理、鶏のちち焼をなどフライパンを使用した料理では焦げつを消义機能びはた6き、消义ずる場合 
がちります。このような場合は再度点义してご使巧ください。 


お願い 


センサー解除機能(強义カバーナー） 


強火カバーナーで、炒る料理やあぶり料理などのから焼さにちかい高温調理をしたいときに使用する機能でず。 
天ぷら油過熱防止機能と焦げつさ消火機能を解除し、高温調理がでさます。（約3日分間使用でさまず。） 



"操作部の説明-- 


センサー辭除モード表示ランプ 


センサー辭除スイッチ 




♦センサー解除スイッチを3抄長巧しずる。 

ブヴーが r ピッ」と1回鳴ってお知 b せずると同時にセンサー解除 
モード表示ランプが点灯し、センサー解除モードに設定されまず。 

-もラー度センサー解除スイッチを巧すと取り消しになりまず。 

なべの異常過熱を防止ずるため、弱乂-強乂と 
乂力が自動的に切り替わることがありまず。 

また、弱火げ態でもセンサー温度がさ5に上昇 
した場合は、温度センサー過熱防止機能びはた 
S き自動消火します。 

再点火しても乂がつかない場合は、しば5く待 
つてか6巧ってください。 


お願い 


♦約30分経過ずると、ブザーが r ピー」と3回鳴ってお知5せし、セ 
ンヴー解除モード表示ランプが消好し、自動消义しまず。 

♦調理終了後は、器具おつまみを回して消火の状態にずる。 

♦必ず义が消えたことを確 IS ずる。 


A 警告 


■強火カバーナーのセンサー解除機能は揚げらの調理には使 
用しない 

調理油の温度び高<な D 、発火するおそれびあ0ます。 


Q 


使用中に自動的に弱乂になったときはロン□パ’ーナ ー) 


異常過熱を防止するため高温自動温度調節機能び作動 


焼さをの料理-炒りちの料理などのから焼さに近い高温調理をした時に、なべの異常過熱を防止するため火力を自動的に弱乂-強火と調節する高温 
自動温度調節機能び作動することびあります。（最初に弱乂になったとさ、プヴーび「ピピピッ」と鳴ってお知らせします。）この状態び約30分じ(上 
続いた場合、または温度びさらに上昇した場合は自動消乂します。（自動消火した場合は、なべなどび大変熱くなっています。やけどにミま意してく 
ださい。）調理に支障びある場合は、センサー解除機能（強火カバーナー）をお使いください。 

ずぐに器具栓つまみを回し消火のげ態にする。器具栓つまみを消火 
のが態にちどさない場合、1分毎にブザーび「ピピッ」と已回鳴っ 
て、お知らせしまず。ただし、化のパーナーを使用中は、プザーは 
鳴りません。 


使用中に消乂したときは 


焦げつさ消义機能び作動 


煮物などで水分びな<なり、なべ底び焦げつさはじめたら、なべを傷め 
る前に自動消火します。 

※消乂と同時にブザーび「ピー」と日回鳴ってお知らせします。さらに強 
火カバーナーの焉合はセンサー解除モード表示ランプび点; 施します。 

•すぐに器具栓つまみを回し消火のげ態にする。 


乾電池がミ肖耗 


立消え安全装置び作動 


煮こぼれなどで火び消えると、ガスを自動的に止めます。（ガスび止ま 
るまで少し時間びかかります。） 

※ガスび止まると同時にブザーび「ピー」と3回鳴ってお知らせしま 
す。さらに強火カバーナーの場をはセンサー解除モード表示ラン 
プび点滅します。 

•すぐに器具をつまみを回し消火のげ態にずる。 

♦再度点乂するとさは 

※周囲にガスびなくなったことを確認し、立消え安全装置(炎検知部） 
の巧れをふき取ってから点火してください。 

立消えまを装置（炎検巧部）に水滴や煮こぼれがつくと、 
点乂しにくくなったりしまず。水滴や煮こぼれはふき 


乾電池の容量びかな<なった場合、自動消火します。 

※消火と同時にブザーび r ピー」と3回鳴って、電池交換サインび点灯し 
てお知らせしまず。 

•すぐに器具をつまみを回し消火のげ態にする。 

※乾電池を交換してください。 


天ぷ5油過熱防止機能び作動 


消し忘れなどによって起こる調理油の異常過熱時に自動消火します。 
※消乂と同時にブザーび「ピー」と已回鳴ってお知らせします。さらに強 
火カバーナーの場合はセンサー解除モード表示ランプび点; 施します。 

•すぐに器具栓つまみを回し消火のげ態にする。 

♦再度点乂するときは 

※なべや油び相当熱くなっていますので、やけどに十分を意して、 
水を入れたなべや水に浸した布などで温度センサーを冷やしてか 
ら点义して < ださい。 


お願い 


取って< ださい。 

I 立消えを全装置（お検知部) 
に硬いものをぶつけ 
ないで < ださい。ま 
びったり、変おし点 
义しに<くなったりします。 


立^置 



ミ肖し忘れ消义機能び作動 


消し忘れを防止するために、点火してからの連続使用時間を判断して、 
一定時間じ(上になると自動消火します。 

け票準パ'-ナ ー. 強火カバーナー約2時間） 

※消火と同時にブザーび「ピー」と3回鳴ってお知5せします。さらに強 
火カバーナーの場合はセンサー解除モード表示ランプび点滅します。 

•ずぐに器具おつまみを回し消乂のげ態にする。 


電池交換サイン 惟電池の交換時期をランプにてお巧5せしまず。） 


■この機器は天ぷら油過熱防止機能、消し忘れ消乂機能などの制御をするために乾電池を使用しています。 
■乾電池の交換時期をお知らせする電池交換サイン（ランプ）びついています。 

♦点滅……新しい乾電池を用意してください。 

♦点巧……新しい乾電池と交換してください。 

電池交換サイン（ランプ）び点灯するとコン□バーナーび使用できなくなります。器具桂つまみを 
回し点火してを、を全のため手を離すと消义するよラになっています。電池交換サイン（ランプ） 
び点灯したら、新しい乾電池と交換してください。 

-乾電池は単1アルカリ乾電池をご使用ください。 

•乾電池が正しくセツトされていなかったり、乾電池の客量がなくなっ 
たときは、点口しません。 





A 警告 

V 

■使用中に異常を感じたときはすぐに使用を中止する A 

あわてずガス栓細めてください。 

ノ 

調べてみると故障でない場合びよくあります。修理を依頼する前に、ち5—度チェックしてください。 


二んな場合は 

調べて<ださい 


①点火しない 
•点乂しにくい 
•点火してちすぐ消える 
-手を離すと消火ずる 

•ガス栓を全開にしていまずか？ 

• LP ガスびなくなりかけていませんか？ （ LP ガスをご使用の場を） 

•ガス配管に空気び残っていませんか？（朝一番など）づ点火操作を繰り返してください。 

•バーナーキャップの炎□びつまっていませんか？ 

•立消え安全装置（炎検知部)、バーナーキャップび城れたり、巧れたりしていませんか？ 

•バーナーキャップ、しる受けび正しくセットされていますか？ 

•アル司まく製しる受け皿を使用していませんか？づ使用しないでくださし、。 

•ブヴーび鳴って消火しましたか？づ r 表示とブヴーについて」を参照してください。 

•乾電池び正しくセットされていますか？乾電池び消耗していませんか？ 

•づム管び折れなびったり、つぶれた 0 していませんか？づゴム管の折れ巧びり、つぶれを直して<ださし、。 

•ガスおのヒューズび作動していませんか？^機器を接続しているガス栓びテーブルコン□用であることを確認ずる。 

③炎のが態がおかしい 
•炎びを定しない 
-おび黄色い、ホい 
•異常音をたてて燃える、消え 
る 

• 炎が巧一でない 
-使用中おが消える 
-なべにすずがつ< 

•バーナーキャップのが□がつまっていませんか？ 

•立消え安全装置（炎検知部)、バーナーキャップび城れたり、巧れたりしていませんか？ 

•バーナーキャップ、しる受けび正しくセットされていますか？ 

•ブヴーび鳴って消火しましたか？づ r 表示とブヴーについて」を参照してください。 

•アルミはく製しる受け皿を使用していませんか？づ使用しないでくださし、。 

•バーナーのがは、立消え安全装置、ごとく部分などで炎び短くなっていまず。異常ではありません。 

•風び吹を込んでいませんか？扇風機や冷暖房機器の風び当たっていませんか？ 

•加湿器を使巧ずると水分に含まれるカルシウムび燃えてがび赤<なることびありまずび、異常ではありません。 

•消火操作後数砂間コン n バーナーが□からルさな炎が出ることびありますびバーナー内に鶏った微量のガスによるをので 
異常ではありません。 

C 3 ) 使用中や消乂をに音びずる 
• r ボン」と音びする 
•キシ S 音びする 
•「シャー」と音びずる 

•コン□バーナー使用後に「ポン」という火の消えた音びしますび、異常ではありません。 

•点火後や消火後にキシ S 音びでますび、過熱やを却されるとさに、金属び膨張収縮して起こる音で、異苗ではありません。 

•コン□バーナー使用中「シャー」と音びでますび、燃焼するガスの通過音で、異常ではありません。 

(を バーナ— 本体が変色ずる 

•炎の熱や煮こぼれにより、バーナー本体び変色することびあります。使用上問題ありません。 

⑥ガスの臭いがずる 

•づム管びひび割れたり、巧びあいていませんか？ 

•づム管び確実に接続されていますか？ 

⑥コン□パーナー使用中に… 
•調理中に消义ずる 
-自動消火しない 
•点乂してもずぐ消える 
-义力び変わる 

-なべ底びひどく焦げついて消 
乂した 

•なべのおがや材質び適していまずか？ 

•なべ底び凹凸していませんか？ 

•なべ底や温度センサーび巧れていませんか？ 

•油の量びちっていますか？ 

•から焼さに近い調理をしていませんか？ 

•±なべや耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？まれに焦げつを消火機能びはたらさ消火することびありまず。 

ぅ再度点火してご使用 <ださし、。 

•を凍食品やを凍したなべをそのまま調理していませんか？づ解凍して再点火してください。 

•カレーやシチューの再加熱でずか？づ水を加え弱火でよラずを見なびら調理してください。 

•フライバンやなべを&ったり、浮かせて調理していませんか？ 

•圧力なベや無水なベを使用した料理、フライパンを使巧した鶏のをち焼をなどは焦げつを消火機能がはたらを、消火ずる 
場昔びありまず。与再度点火してご使用くださし、。 

•カラ式ル、みその加熱など水分のほとんどない料理や中火で調理していませんか？づ焦げつをびひど<なる場合びあります。 

•乂力を中火や弱火にして使用した場含、調理によっては消火機能び作動して途中消火する場合びありまず。づ再度点火し 
てご使用ください。 

•温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全装置びはた日いて消火した場合、温度センサーの温度び下びるまで点火してをずぐ消火しまず。 

づ水を入れたなべや惦れふさんなどで温度センサーを;令やして < ださし、。 

•なべの温度び高溫になると、自動的に火力を切り曾えまず。強火^-*弱乂を繰り返し、この状態び 3 日分間続くと消火します。 

咸調理中に消义ずる 

•長時間使っていませんか？づ消し忘れ消火機能び作動しました。再点火して<ださい。 

戚ホいランプび点滅する 
•電池交換サイン 
•操作部のモードランプ 

•自動消火した後、使用したコン□器具栓つまみを消火の状態にもどしましたか？器具栓つまみををどさないと電池び消耗 
します。 

•乾電池の交換時期び近づいています。^新しい乾電池を巧意してくださし、。 

感部品がを色ずる 
-表面がを色する 
. ごとくび変色ずる 

•酸性やアルカ1」性洗剤を使用していませんか？ 

•ごとく先端は、がび当たり白くざらざ日になることびありますび、使用上問題ちりません。 

•がの熱や、煮こぼれにより変色することびありますび、使用上問題ありません。 

娜ブザーび鳴った 
•数回鳴った 
•鳴り続ける 

•安全機能び作動していまず。づ確認してください。 

•乾電池び消拜しています。^新しい乾電池と交換してくださし、。 

•安全機能により消火したときに器具栓つまみびもどされていません。づ器具おつまみを消火の状態にもどしてください。 


なお、異常のあるとさやおわか0にならないとさには、お買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所にご連絡ください。不完全な処置は事故のをとになります。 


表示と ブザーに ついて 


三！ 

部 位 

内 容 

原 因 

処置と再使用時のを意 

ピ 

1 

已 

回 

標準パーナー 
強火カバーナー 

天ぶ5過熱防止機能作動 
焦げつさ消火機能作動 

調理油の過熱 
焦げつを 

♦ r 故障かな？と思ったら」のにんな場合は」の⑥を確認する。 
♦やけどに注意して再点火を行ラ。 

♦天ぷ5油過熱防止機能作動中(温度センサーび高温のままの状態） 

は、点火してを手を離すと消火する場合びあります。 

温度センサー過熱防止機 
能作動 

消し忘れによる過熱から炊 
をなど 

♦「故障かな？と思ったら」のにんな場合は」の⑥を確認する。 
♦やけどに注意して再点火を行ラ。 

♦温度センサー過熱防止機能作動中(温度センサーび高温のままの 
状態)は、点火しても手を離すと消火する場合びありまず。 

ピ 

1 

3 

回 

標準バーナー 
強乂カバーナー 

立消え安全装置の作動 

炎の吹さ消え 
煮こぼれした場合 
点火しなかった場含など 

• 「故障かな？と思ったら」のにんな場合は」の①、©を確認する。 
♦周囲にガスがな<なるまで待ってか曰再点火を巧ラ。 

点火時着火しなかった 

コン □消し忘れ消火機能 
作動 

使用開始か5約2時間経過し 
自動消火しました。 

♦器具栓つまみを消火の状態にをどす。 

♦続けて使用する場合は、再点火を行ラ。 

強火力/く ーナー 

センサー解除機能悠了 

約3日分び経過し自動消火し 

♦器具栓つまみを消火の状態にをどず。 

標準バーナー 
強火カバーナー 

電池交換サインのお知ら 
せ 

乾電池の消耗 

♦乾電池を交換してください。 

ifi 

るびを 
鳴 

標準バーナー 
強火カバーナー 

温度センサー-電モ部品 
の故障 

部品び故障していまず。 

♦ガス栓を閉め、使巧を中止し、お買い上げの販売店、またはを 
よりの当社事業所にご連絡ください。 

強火カバーナー 

センサー辭除スイッチ故障 


廃棄時のお願い 


本機器は乾電池を使用していますので、大型ゴミなどで廃棄される場合は、必ず乾電池を取りがしてください。 
そのままにしておさますと思わめ事故になることびあります。 


お手入れのしかた 





A 江忌、 


〇 


I 点検-お手入れは、ガス栓を閉め、機器びちえてか5手袋をはめて巧う 

♦やけどや器具の角などでけびをずる原因になります。 

(バーナーまわりは特にミ主意してください。） 

また、お手入れする部品!^处外は、はずさないでください。 

♦機器本体に水をかけたり、丸洗いしないでください。 

♦点検-お手入れ後は、機器内にふさん-紙類などを置さ忘れていないか確認してく 
ださい。 

V_ y 


-ご使用上支障がない場合でも、 
不慮の事故を防ざ、をむしてよ 
り長くご使用いただくために、 
年1回程度の定期点検をおずず 
めしまず。 

※定期点検を受ける巧が不明の場 
台や、点検費用などについては 
お買い上げの販売店またはちよ 
りの当社事業所にお問い含わせ 
ぐださい。 


曰常の点検 


♦機器周辺に燃えやすいちのが置いてあ0ませんか。 

♦バーナーキャップ、しる受けなどは正しくセットされていますか。 
♦ゴム管の接続は確実ですか。 

♦ゴム管は傷んでいませんか。 

♦立消え安全装置（炎検知部）-温度センサーび巧れていませんか。 
♦バーナーの炎口び煮汁などでつまっていませんか。 


お手入れの道具と洗剤について 


〔お手入れの手順•ポイント） 


①手袋をします。道具-洗剤を用意します。 

©洗剤は、「台所用」「住居用」などの用途や、液性（中性•弱アルカ U 性•弱酸性）を確認して巧れにあったちのを選びま 
ず。道具•洗剤•食器洗い乾燥機の取扱説明書やを意をよく読み、使えるか確認しまず。まず、道具や洗剤を目立たない 
部分で試してか5、使用してくださし、。 

感スプレーで洗剤を直接かけず、スポンジや巧に含ませてから使用してください。 

® 水洗いした後は必ずふきとり、水気や洗剤を残さないようにしてください。 

♦守5ないと、機器や部品表面のはがれ-欠け■変色-変質-さび-割れ-キズの原因となります。 


使ってよい道具•洗剤 

參 續 肩台轉縮" 

スポンジたわしやわ5かい歯ブラシやわらかい巧 W (野菓-食器洗い用） 

•巧•スポンジたわし、歯ブラシに水や台所 
用中性洗剤を含ませてふいて、その後乾い 
た巧で水気をふさ取ってください。 


使ってはいけない道具-洗剤 

掃磯纖 

金属たわし 硬い歯ブラシ'^ ナイ n ンたねし亀の子たわし ^ 

•硬いため、部品-ホー□一や塗装の表面にキズ 
がつさます。はがれ•欠け•変色•変質‘さび- 
割れの原因になりまず。 

M ^ 一 

圏 0 ^52^ 

クレンヴー みびき粉 スポンジたわし裏面（硬い） 

♦スポンジたわしの裏面は硬く、研磨剤ち付着し 
ています。 

♦研磨剤で、部品-ホー□一や塗装の表面にキズ 
びつき、はびれ.欠け.変色.変質.さび•割 
れの原因になります。 

目 a 

弱酸性洗剤-弱アルカ u 性な剤- 重曹 歯みびさ粉 

ク U —ムクレンザー 

•基本的には使っていけません。表面の変質•キ 
ズ•変色-さびる場合がありまず。 

•をし使う場をは、「お手入れの手順-ポイント」 
を守って使ってください。ただし、機器表面や 
前面パネルには絶巧に使用しないでください。 

□ 隱 • アルカ1」性.シンナーベンジン. 

漂白剤 し! 一 i アル〕ール 

•部品やホー□一-塗装の表面が変質し、はが 
れ•変色-さびの原因になりまず。 

(S Q 

スプレー式洗剤 

•機器内部に洗剤が入ると、電子部品に付着して 
作動不良や、腐食して故障の原因になります。 
機器に直接かけずに、必ず布に含ませてか 5 お 
手入れしてください。 


♦上記記載の使ってよい道具-洗剤しソ外の道具や洗剤も使用しないでください。 


別蔚 R 品のご紹な 


•防熱お 

設置場所で、可燃性の壁（ステンレス板などを張りつけた可燃性の壁も含む）か51已 cm、 上部はトッププレート上面より 
1日日 cml^ 处上離して設置できない場含、図のよラに取り付けて使用してください。 


(後壁用防熱板) 

P 己-己 0 B ] 


(天井用防熱板）（天井用防熱板）（流し台，調理台用防熱板) 

@己 - 1 己 T | IR 巨-色 0TI を巨-己 0S ] 


側面専用防熱板 

[ RB - T4QSM1 


幅60 0 X 高さ已己 Ox 


巾畐1已 Ox 奥行^已已 OX 幅曰00 XU 巧^5巳 Ox 幅 40 X 高さ1已 Ox 奧巧^巳0 OX 


厚み 19 mm 厚み10.已 mm 厚み10.已 mm 



厚み1 9 mm 



※機器と壁のすさまびない 
場合、この防熱板を機器 
本体に取り付けて使用で 
さます。 



[ 1 • 別売部品をおボめの場台は、当な消耗部品-お手入れ品の販売サイト R.STYLE 

お願い （ http :// www . rinnai - style . jp /) または、お買い上げの販売店にておホめください。 
1 •防熱板については、この別売の指定の防熱板を必ずご使用ください。 


Ef 交換部品 (お客様にて取り替え可能な消耗部品） 

♦消耗部品はいたんできた5交換してください。おまめの場合は、当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト R.STYLE 
(http://www.rinnai-style.jp/) または、お買い上げの販売店にておまめください。 


交換 部 品 

希望ル売価格（税込） 

部品番号 

パナキャップ 

(強火カノ（ーナー用） 

¥110曰0 

1己]- 347-00 白 

(標準バーナー用） 

¥840 

1己]-29己-000 

しる受け 

(強火カノ（ーナー用） 

¥已2己 

0白白-27白-00白 

(標準バーナー用） 

¥己2已 

009-271-000 

ごと < 

¥73己 

010-2 白白-000 


※乾電池はもよりの電気店などでお買い求めください。 

に日日目年1月現在の価格です。価格-仕様は変更される場合があります。あ5かじめご了承ください） 

♦当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト (R.STYLE) では、上記しがが)消耗部品やお手入れ品などを幅広く取り扱ってお 
0ます。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り督えでさる部品が対象です。 


当社製品の消耗部品-お手入れ品をインターネット販売サイトよりご注文いただけます。 

httq : が www.rinna 卜 style . jp / 



Ef 長期巧使用しない場合 

参お部屋のガスをを必ず閉めてください。 

♦ガス通路部にほこりび入らないよラに機器のホースエンドやガスコードの接続□に必ずキャップをしてく 
ださし、。 

参乾電池をはずしておいてください。 

参お手入れをしておくと、次回使用するとさに便利です。 


ごと< • しる受け 


• 使用後そのつど台所用中性洗剤(野菜-食器洗い巧)を含ませたスポンジたわしでお手入れをする。（お手入れをしないと巧れび焼さつくこと 
びあるので、こまめにお手入れして<ださい。） 


巧れびひどかったり、こぴり付きびとれないときは？ 


•台所巧中性洗剤を混ぜた水を含ませた紙や巧で湿らせ、そのまま置いておいたり、つけ置きしておくと巧れび浮をあびってきます。また、煮洗いす 
るとさらに巧れを落としやすくなります。最後に水洗いし、水気をふき取ります。 

それでもミちれがとれない場合は、下の方;去でミちれを落としまず。 

※ただし、これらは基本的には使っていけないをので、表面にキズびついたり、変色- 


変質することびあります。目立たない部分で試してからお使いくださ 


い。 

•重曹を水でめらしたスポンジや歯ブラシにつけて、巧れを落とします。また、重曹を溶かした水につけ置きした後、巧れを落とします。それでも巧れびと 
れない場合は、そのまま30分ほど煮こむと落としやすくなります。残った巧れは、割ばしやへラを使ってこすり落とします。その後水ミ先いし、水気をふ 
さ取ります。 

• 弱アルカ U ' 性洗剤-歯みがさ粉-ク U —ムクレンヴーをスポンジにつけて、巧れを落とします。 


お願い 


しる受け（ステンレス製)、ごとくはホー□一仕上げでず。変色やはがれがあっても性能に影響はあり 
ません。再購入をご希望の際は、「交換部品」を参照願いまず。 


ごと< 



立消えま全装置(炎検知部) • 湿度センサー 


巧れや水気をやわらかい歯ブラシなど 
で落とす。（巧れや水気びついていると 
点火しに << なります。） 

温度センサーをお手入れするとさは、温 
度センサーに片手を添えて、かた<しぼ 
った布で温度センサーの頭部および側面 
の巧れをふさ取って<ださい。 


やわらかい歯ブラシ 



温度センサー 


(が検知部） 


お願い 


硬いブラシでお手入れをしたり、立消えま全装置（炎検知部）■ミ豆 
度センサーを傾けたりしないでください。点乂不良や立消えの原因 
になりまず。 


バーナーキヤツ 


目詰0していた5、炎□をブラシや針金な 
どで掃除をする。 

お手入れ後は正しくセットし、正常に燃焼 
することを確認して < ださい。 


針金 



お願い 


•ノ (ーナーキャップの表面篤い部分）を台所用中惟先剤(野菜.資器洗い 
用） 1 U 外の洗剤でお手入れをずると黒い部分がはびれることびありま 
ず。万一はびれた場合でちそのままご使巧いただいて問題ありません。 
’煮こぼれしたとをは、必ずお手入れして<ださい。 


機器表面*前面パネル 


• 台所用中性洗剤（野菜-食器洗い用）を含ませたスポンジたわし’ 
ふさ、お手入れ後は乾いた巧で水気をふき取る。 


やわらかい巧で 


お願い 


’スプレー式巧剤は使用しないでください。機器前面などから內部へ 
洗剤び入りますと電子基板の誤作動や部品の腐食などにより機器び 
損傷する場合びあります。 

’印刷*塗装面にはみびき粉-金属たわしなど硬いちのは使わないで 
ください。表面にキズびつきます。 


ッププレート 


※巧れた5そのつどやわらかい巧でふさお手入れをする。巧れたまま放置するとシ S びのこる原因とな0ます。 

-巧れが落ちにくいとをは、台所用中性洗剤（野葉-食器洗い用）で巧れた部分を湿らせておさ、水を含んだ巧でふさ 
取る。 


お願い 


トッププレートを台所用中性洗剤（野菜-資器洗い用） W 外の洗剤やみがき粉-硬いものでお手入れをずる 
と、フッ素コートがはがれたり、キズがついたりシミ•変色の原因となりまずので使用しないでください。 
長期間使用ずるとフッ素コートが変色ずることがありまずが、効果には影響ありません。 

トッププレートにはををに関する注意ラベルが張り付けてありまず。ミちれたり読めなくなったときはやわ 
5かい巧などで;‘ちれをふきとってください。また、お手入れの際にははがれないよラにごま意ください。 
もしはがれたり読めなくなった場含は、お買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所で新しいラベル 
を再購入のラえ、張り曾えてください。 


EE7 アフターサービス 


修理を依頼されるときは 

[故障かな？と思ったら J ををう一度ご覧になって確認してください。それでを不具合のある場合や不明な場合は、ご自分で修理なさら 
ずにちよりの販売店、または当社事業所へご相談ください。アフターサービスをお申し付けの際は、：欠のことをお知らせください。 

(1) 製品名-ガス種類 （2) 型式の呼び(銘板表示のちの）および品名 

(3) 故障または異常の内容（でさるだけくわしく） 

(4) ご住所-お名前-電話き号-箇噴（己)訪問ご希望日 

保証について 

当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売後、機器に故障びある場合、一定期間と一を条件のちとに無料修理に応ずる 
ことをお約束します。（詳細は保証書をご覧ください。） 

f 呆証書を紛失されまずと無料修理期間であってを修理費をいただ < 場合びありますので大切にな管して < ださし、。 

補修用性能部品の巧有期間について 

補修用性能部品保有期間は、当製品の製造打ち切り後己年間となっていまず。（補修用性能部品とは、その製品の機能を維持 
ずるために必要な部品です） 

乾居されるとを 

ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分びありまず。ガスの種類（ガスグループ）び異なる地域へ転居される攝含には、 
部品の交換や調整び必要となりますので、転居先のガスの種類を確認のうえ、転居先のもよりのガス事業をにご相談ください。 
この攝合、巧証期間内でち、調整■改造に要する費巧は有料となります。 

アフタ-サ-ビスなどに〕いて b か日加化を 

お買い上げの販売店か別添の r 連緒先一覧表」を参照していただを、をよ0の当社事業所にご連絡<ださい。また、リンナイ 
フリーダイヤルをご利用ください。 

^01吕 0-0 已 4-321 

お客様の個人情報の 
取り扱いについて 

•当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所■電言舌番号などの個人'睛報を、サービス活動および安全点檢 
る動のために利用させていただ<場合びございますのでご了承<ださい。 

参当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に委託する場合、法令に基づく義務の履行または権限の行使のために必要 
な攝合、その他正当な理由びある場合を除さ、当社な列の第 H 者に個人情報を開示-提供はいたしません。 



品 名 

RTS-336-2FTS(BK) i RTS-33 目 - 2FTS に U 占 KGE-2 日 FTS ( 己 K)L KGE-2 1 FTS(S1_)R 

RTS-33 日 - 2FTS に 1 _)主 

型式の 呼び 

RTS-336-2FTSi 

RTS-337-2FTSi 

RTS-336-2FTS ( 白)占 
RTS-337-2FTS ( 白)占 

型式 名 

RTS-33 曰 - 2TS 

RTS-337-2TS 

RTS - 33 曰 - 2TS ( 白） 
RTS - 337-2TS(G) 

種 類 

ガステーブル 

点火 方式 

圧電点火式 

外 お 寸法 

高さ 2 日 3mm X 幅已巨 4mm X 奥行 422mm 

質 量 （本体） 

6.0kg 

ガス 接続 

日 . 已 mm ホガス用ゴム管 

付属品 

取扱説明書、保証書、を 1 おアルカ U 乾電池 （ 2 個） 


使 

巧 ガス 

1 時間当たりのガス消費量 


用ガ 

スグループ 

個別ガス消費量 

を点乂時 

型式の呼び 

使 

強火カバーナー 

標準 バーナー 

ガス消費量 


都 

L3 

(4A ■ 4B ■ 40 

2.79kW 

1.62kW 

3.90kW 


L2 

(已 A . 已 AN . 已 B) 

2.84kW 

1.62kW 

3.90kW 


市 

L1 

(6 巨 • 6C • 70 

2.971<W 

2.03 kW 

4.90kW 

RTS-336-2FTSi 

RTS-337-2FTSi 

已 C 

2.97kW 

1.80 kW 

4.60kW 

ガ 

6 A 

2.97kW 

1.80kW 

4.70 kW 



12 A 

3.9IkW 

2.28kW 

已 . 巨日 kW 


ス 


13 A 

4.2 日 kW 

2.4 已 kW 

6.10 kW 


用 

13 A 

4.20kW 

2.4 已 kW 

6.10kW 

RTS-336-2FTS 但 ) i 
RTS-337-2FTS 但 ) i 

L 

P 

ガス 用 

4.2IkW 

2.4 巨 kW 

6.1 日 kW 

RTS-336-2FTS：h 

RTS-337-2FTS：h 


(本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますので、ご了承ください) 


0リン f イ 株式会社 


〔製品じついてのお問い合わせは) 

本 社〇〇日 2(361 旧211〒4540802を古屋巿中 II 腔福住町2番吕6号 
関東す社 003(3471)9047 干14加002東京部品 II 腔ま品 III 1-6-6 
ま京す店 003(3471) 日047〒140.0002東京新品川区ま品り 11-6 -日 
化閱ま支店0048旧の)4321〒331-0811さいたま市化区吉野巧 1 T 目 396-1 
ま関ます店0043に。)336日〒巧1"002日千案市美ち区幕張西2了目フ ー1 
南関ま支店 0045(320)3051 〒巧1"0856横お市神锅 II 区兰ツお上町4ま1日号 
ま化まな 0022(2 日 8)3251 〒日8仙の日仙台市若林区伊な字ま通 20-1 


化巧道す店《0川2引に加日〒日 B 0-0 日31化幌巿中央区化一条東吕 T 目 
新頑す店0025に 47)661 日干9日 0-0 日64巧谓巿東区紫巧2了目1 -74 
中部ま:社 0052(363)8001 〒4日年0802を古屋市中り I 区福住町2ま2已号 
関西す社 006(6786)3612 〒5日 0-0 日14大阪巿西区化堀江3了目10を21号 
中国ミ店0082(277}日131干 733-0833 広島巿西区商エセンター 4 T 目吕 -1 
四国す店0087旧21旧05日 〒7 S 0-006 S 高お市福岡町2 了目11番6号 
九州ま社00921281 )3234 〒引2。日29福岡巿博を区ち P 3 戸町2ま3号 


〔修理じついてのお問い合わせは) 

函0120 -054-321 












































































































































































































































































































































































































































